
　
９
月
９
日
、
東
京
地
裁
で

多
く
の
仲
間
が
傍
聴
す
る
中
、

第
10
回
口
頭
弁
論
が
開
廷
さ

れ
ま
し
た
。
一
番
印
象
的
な

こ
と
は
原
告
高
橋
組
合
員
が

要
求
し
て
い
る
健
康
支
援
セ

ン
タ
ー
の
原
告
に
関
わ
る
証

拠
資
料
を
被
告
会
社
が
出
し

渋
っ
た
り
、
あ
る
い
は
「
見

当
た
ら
な
い
」
と
い
っ
て
提

出
し
な
い
こ
と
で
す
。   

　
原
告
高
橋
組
合
員
は
第
三

者
医
師
に
よ
る
意
見
書
を
今

年
６
月
３
日
付
で
裁
判
所
に

提
出
し
、
裁
判
長
は
２
人
の

被
告
医
師
に
対
し
、
第
三
者

の
医
師
に
よ
る
意
見
書
を
提

出
す
る
よ
う
方
向
性
を
示
し

て
い
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
提

出
さ
れ
ず
、
被
告
３
者
と
も

裁
判
の
進
行
に
後
ろ
向
き
の

印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　
特
に
会
社
の
態
度
で
驚
か

さ
れ
た
の
は
、
２
０
０
３
年
、

２
０
０
６
年
に
（
財
）
日
本

予
防
医
学
協
会
か
ら
会
社
に

渡
さ
れ
た
と
す
る
「
肺
要
精

検
、
精
密
検
査
法
Ｃ
Ｔ
」
の

判
定
が
推
認
さ
れ
る
「
胸
部

Ｘ
線
精
密
検
査
カ
ル
テ
」
が

見
当
た
ら
な
い
と
し
て
証
拠

提
出
し
な
い
こ
と
で
す
。

　
会
社
は
、
自
ら

の
レ
コ
ー
ド
保
管

規
定
（
w
3
で
簡

単
に
検
索
で
き
ま
す
）

で「
健
康
管
理
記
録
：

社
員
検
診
、
健
康

相
談
、
心
電
図
、

聴
力
テ
ス
ト
、
視

力
テ
ス
ト
、欠
勤
記
録
、V
H
S
E
、

Ｘ
線
及
び
臨
床
検
査
結
果
、

経
過
記
録
な
ど
」
は
Ｔ（
退

職
年
）＋
40
年
の
保
管
、
「
Ｘ

線
写
真
：
社
員
」
は
Ｃ
（
本

年
）
＋
10
年
の
保
管
と
規
定

し
て
い
る
の
で
す
。

　
会
社
と
健
康
支
援
セ
ン
タ

ー
の
杜
撰
な
記
録
管
理
と
そ

の
責
任
は
一
体
ど
う
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。　（
Ｓ
）

⑶　２００９年１０月５日 か　　　い　　　な　　　　　　　　　　第２１４８号 ２００９年１０月５日 か　　　い　　　な　　　　　　　　　第２１４８号　⑵

利
益
確
保
最
優
先
、ひ
た
す
ら
犠
牲
に
な
る
社
員

　
会
社
は
最
近
、
リ
ス
ト
ラ

を
は
じ
め
、
昇
進
・
昇
給
の

凍
結
、
退
職
金
制
度
の
改
訂

な
ど
、
社
員
に
と
っ
て
不
利

益
と
な
る
施
策
の
発
表
時
に
、

必
ず
「
売
り
上
げ
が
低
下
し

た
」「
目
標
が
達
成
で
き
な
か

っ
た
」
な
ど
と
会
社
が
「
期

待
し
た
業
績
」
を
あ
げ
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際

に
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
レ
ス
ポ
ン
シ
ビ
リ
テ

ィ
ー
・
レ
ポ
ー
ト
２
０
０
９
」

か
ら
実
際
の
数
値
を
抜
き
出

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
確
か
に
２
０
０
８
年
度
の

売
上
高
は
２
０
０
６
年
度
や

２
０
０
７
年
度
よ
り
も
低
下

し
て
い
ま
す
が
、
経
常
利
益

や
税
引
前
・
税
引
後
の
当
期

純
利
益
の
額
は
増
加
し
て
お

り
、
売
上
高
に
対
す
る
経
常

利
益
や
当
期
純
利
益
の
比
率

は
２
０
０
６
年
か
ら
２
０
０

８
年
に
か
け
て
お
よ
そ
２
％

も
上
昇
し
て
い
ま
す
。
昨
年

来
の
「
百
年
に
一
度
の
不
況
」

な
ど
ど
こ
吹
く
風
の
順
調
な

業
績
と
い
え
ま
す
。
当
然
親

会
社
へ
の
送
金
額
も
、
そ
れ

に
比
例
し
て
増
え
て
い
る
も

の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

会
社
ぐ
る
み
で
組
織
的
に
退

職
強
要
を
実
施
し
て
１
５
０

０ 

人
も
の
社
員
を
や
め
さ
せ
、

昇
進
・
昇
給
を
凍
結
し
、
ハ

イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
あ
げ

た
社
員
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

も
停
止
し
、
退
職
金
制
度
改

訂
に
よ
っ
て
年
金
資
産
に
ま

で
手
を
つ
け
る
ほ
ど
経
費
削

減
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
れ
は
、
「
２
０
１
０
年

度
に
一
株
あ
た
り
利
益
を
10

ド
ル
か
ら
11
ド
ル
に
す
る
」

と
い
う
Ｕ
Ｓ
の
ト
ッ
プ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
株
主
へ
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
守
る
こ

と
が
最
優
先
と
な
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

社
員
を
「
ヒ
ト
」
と
し
て
扱

わ
な
い
こ
と
も
い
と
わ
ず
、

会
社
側
か
ら
見
て
削
れ
る
コ

ス
ト
は
す
べ
て
削
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
達
成

す
る
こ
と
で
、
ト
ッ
プ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
莫
大
な

役
員
賞
与
を
手
に
し

て
花
道
を
飾
り
、
あ

と
は
野
と
な
れ
山
と

な
れ
、
知
っ
た
こ
っ

ち
ゃ
な
い
、
と
い
う

極
め
て
無
責
任
な
経

営
陣
の
姿
が
そ
こ
に

あ
り
ま
す
。

　
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
知

っ
て
か
知
ら
ず
か
、

そ
の
無
責
任
経
営
の

一
端
を
担
い
、
従
業

員
に
一
方
的
に
不
利

益
を
な
す
り
つ
け
て

い
る
の
で
す
。

　
退
職
強
要
に
よ
り

大
勢
の
社
員
を
傷
つ

け
病
気
に
し
退
職
に

追
い
込
ん
だ
だ
け
で
な
く
、

社
員
の
年
金
に
ま
で
手
を
つ

け
る
前
に
、
コ
ス
ト
高
な
役

員
・
理
事
を
減
ら
し
、
莫
大

な
生
活
費
が
か
か
る
海
外
か

ら
の
ア
サ
イ
ニ
ー
を
減
ら
す

べ
き
で
す
。

会
社
は「
無
責
任
経
営
」を
や
め
従
業
員
に
報
い
よ

　　　　　　　売上高　　　　　　　　　経常利益

2008年度　　1兆1,329億3,200万円　　 1,543億3,100万円

2007年度　　1兆1,926億1,100万円　　 1,540億4,800万円

2006年度　　1兆1,932億8,700万円　　 1,390億4,300万円

　　　　　　税引前当期純利益　　　　　当期純利益

2008年度　　 　1,577億7,100万円　　　 967億9,700万円

2007年度　　　 1,559億8,000万円　　 　940億2,100万円

2006年度　　 　1,313億6,600万円　　　 797億9,600万円

　９月３日付けの坪田人事担当名のラインマネージャーインフォメーションを組合は入手しました。
以下抜粋します。
　『法的に求められている同意取得は社員の３分の２以上ですが、厚生労働省認可をスムーズに受け
るためには、最低でも対象社員90％以上の同意を取得を目指しています。90％以上の同意取得に向
けて、ライン専門職の・・・リーダーシップ発揮をお願いします。（中略）』と、強力な指示があり、
実際には社員にとっての不利益な改訂であるにもかかわらず、次のようにガイドされています。
　『ＩＢＭが今後の退職金制度の運用を確定拠出型に統一していく方針であること、年金資産の構造
を早急に改善し、本来行われるべき人材投資を可能にしようとしていること・・・ポジティブなコミ
ュニケーションを行なって下さい。』
　しかしこの改訂は会社にとってコスト削減の一つであり、昇進や昇給の再開をコミットすることは
できない、と会社は団体交渉で明言しています。また、同意書の記入方法や回収の仕方はラインに任
せる、と繰り返し述べていましたが、実際には詳細に具体的な指示がありました。
　『同意書は、ライン専門職の皆さんご自身の署名・捺印をあらかじめ済ませた用紙を社員に回覧し
て下さい。』退職強要の時と同じく、ライン専門職は会社の指示に基づき組織的に動かされています。
だまされてはいけません。

やっぱりあった！人事からの通達／退職金制度改訂のマネジメント向けガイド

　
「
改
善
目
標
管
理
フ
ォ
ー

ム
」
に
つ
い
て
、
東
京
労
働

局
長
が
助
言
・
指
導
を
行
な

う
た
め
、
６
月
に
会
社
を
呼

び
出
し
て
い
ま
し
た
。（「
か

い
な
」
２
１
４
４
号
に
て
既

報
、
組
合
ウ
ェ
ブ
を
参
照
く

だ
さ
い
）

　
さ
ら
に
今
回
、
８
月
、
９

月
と
、
同
様
の
事
案
に
つ
い

て
、
会
社
を
呼
び
出
し
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
呼
び
出
し
の
内
容
は
「
改

善
目
標
管
理
フ
ォ
ー
ム
」
を

降
格
や
解
雇
の
目
的
に
使
う

の
で
あ
れ
ば
問
題
で
あ
る
、

と
助
言
、
指
導
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
会
社
は
否
定
し
た

と
思
い
ま
す
が
、
「
改
善
目

標
管
理
フ
ォ
ー
ム
」(

業
績

改
善
進
捗
管
理
用
）
に
は
、

始
め
か
ら
「
改
善
計
画
が
達

成
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
の
対

応
の
可
能
性
　
降
格
、
解
雇

な
ど
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
過
去
の
業
績
改

善
進
捗
管
理
の
実
施
状
況
」

と
い
う
欄
に
、
３
回
分
の
日

付
の
記
入
欄
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
か
ら
、
こ
の
書
類
は
、

降
格
や
解
雇
を
目
的
と
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。

さ
ら
に
、会
社
は
、団
体
交
渉

に
お
い
て
も
、
「
降
格
・
解

雇
の
エ
ビ
デ
ン
ス
で
あ
る
。」

と
明
確
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
現
在
に
至
る
ま
で
、
会
社

に
よ
っ
て
恣
意
的
に
選
択
し

た
一
部
の
社
員
に
対
し
て
、

こ
の
「
改
善
目
標
管
理
フ
ォ

ー
ム
」を
用
い
た
指
導
が
、繰

り
返
し
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
５
月
に
、
こ

の
書
面
を
使
用
し
た
降
格
処

分
は
、
労
働
条
件
の
一
方
的

な
不
利
益
変
更
で
あ
り
、
降

格
を
前
提
と
し
た
「
改
善
目

標
管
理
フ
ォ
ー
ム
」
を
使
っ

た
評
価
シ
ス
テ
ム
に
精
神
的

な
苦
痛
を
感
じ
る
、
と
し
て
、

「
個
別
労
働
関
係
紛
争
の
解

決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
東
京
労
働
局
に

申
し
出
ま
し
た
。
そ
し
て
、

８
月
、
９
月
に
別
の
社
員
の

事
案
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
申

し
出
ま
し
た
。

　
そ
れ
を
受
け
て
、
６
月
、

東
京
労
働
局
長
は
会
社
に
助

言
・
指
導
を
行
な
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
８
月
、
９
月
と
各

事
案
に
つ
い
て
、
東
京
労
働

局
長
は
会
社
に
助
言
・
指
導

を
行
な
い
ま
し
た
。

　
９
月
に
東
京
労
働
局
長
が

会
社
に
助
言
・
指
導
を
行
な

っ
た
事
案
は
、
勤
続
17
年
の

43
歳
社
員
が
、
東
京
労
働
局

に
申
し
出
た
こ
と
に
よ
り
ま

す
。
こ
の
社
員
は
、
８
月
上

旬
に
所
属
長
に
「
降
格
さ
せ

る
か
ら
。
」
と
言
わ
れ
、
夏

期
休
暇
の
後
に
、
「
改
善
目

標
管
理
フ
ォ
ー
ム
」
を
所
属

長
か
ら
突
き
つ
け
ら
れ
ま
し

た
。
「
改
善
目
標
管
理
フ
ォ

ー
ム
」
は
労
働
条
件
の
不
利

益
変
更
を
一
方
的
に
行
な
う

た
め
の
、
指
導
と
い
う
名
の

い
や
が
ら
せ
の
書
類
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。

　
組
合
は
、
「
改
善
目
標
管

理
フ
ォ
ー
ム
」
を
使
用
し
た

指
導
は
不
適
切
で
あ
る
と
考

え
、
引
き
続
き
、
東
京
労
働

局
長
の
助
言
・
指
導
に
速
や

か
に
従
う
よ
う
、
会
社
に
要

求
し
て
い
ま
す
。

肺
癌
見
落
と
し
裁
判　

傍
聴
記

会
社
、健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
医
師
の
医
療
ミ
ス
事
件

東京労働局長が会社を３回も、助言・指導

会社は衿を正せ


